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安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
の
分
析
と
現
状

―
安
全
性
、環
境
、廃
棄
物佐

藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第⑨回

コラム▼
国
産
と
そ
の
表
示

こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
の
連
載
コ

ラ
ム
で
は
、
そ
の
語
順
に
書

い
て
き
た
。
Ｓ
＝
安
全（Sec

urity

）
、
Ｄ
＝
国
産
（Domes

tic 
production

）
、
と
い

う
流
れ
で
あ
り
今
回
が
９
回

目
。
こ
の
回
で
、
国
産
に
つ

い
て
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

「
国
産
」
は
、
こ
こ
で
は
日

本
国
産
で
あ
り
、
わ
が
国
で

の
生
産
品
を
意
味
す
る
。
例

え
ば
、
国
産
牛
肉
は
、
日
本

国
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
牛
肉

で
あ
れ
ば
そ
の
通
り
で
あ

る
。
こ
れ
以
外
に
、
生
ま
れ

は
海
外
で
あ
る
が
、
日
本
で

あ
る
期
間
育
っ
た
牛
の
肉

は
、
「
国
産
牛
肉
」
と
呼
ば

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、

エ
ビ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
で
も
あ

る
。工

業
製
品
で
も
、
部
品
は

海
外
製
で
組
立
て
を
日
本
で

や
れ
ば
、
日
本
製
と
な
り
国

産
品
と
な
る
。
正
し
い
表
示

や
表
現
で
は
、「
〇
〇
機
器

（
日
本
製
／
部
品
Ａ
（
中
国

製
）・
部
品
Ｂ
（
ベ
ト
ナ
ム

製
）・
Ｉ
Ｃ
（
台
湾
製
）

…
）
な
ど
と
す
る
べ
き
で
あ

る
が
、
部
品
点
数
が
多
か
っ

た
り
、
ま
た
そ
の
購
入
目
的

は
機
能
に
あ
っ
た
り
す
る
の

で
、
こ
の
よ
う
な
部
品
の
原

産
国
表
示
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
食
品
の
場
合

は
、
健
康
や
栄
養
価
な
ど
に

関
係
す
る
の
で
、
素
材
表
示

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分
野
に
お

い
て
も
、
機
器
や
機
械
に
つ

い
て
は
、
工
業
製
品
の
範
疇

ら
、
日
本
製
品
に
は
種
類
も

豊
富
で
あ
る
。
食
品
、
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
、
家
具
、
文
房
具

な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
評
価

さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
製
は
一
般

に
高
価
格
で
あ
る
。
品
質
と

ブ
ラ
ン
ド
価
値
で
も
あ
る
。

し
た
が
い
適
用
へ
向
け
て
予

算
づ
け
が
課
題
と
な
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
国

産
製
品
は
、
日
本
だ
け
で
な

く
海
外
諸
国
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
Ｍ
ａ
ｄ
ｅ 

ｉ
ｎ 

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
技
術
・
品

質
・
文
化
を
継
続
し
て
維
持

し
た
い
も
の
で
あ
る
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に

　
お
け
る
国
産

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
お
け
る

国
産
、"Made 

in 
Japan" 

の
意
味
に
つ
い
て
特
に
考
え

て
み
た
い
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
国

内
で
産
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
資
源
を
指
す
。
石
炭
・
原

油
・
天
然
ガ
ス
、
ま
た
風

力
・
太
陽
光
・
水
力
・
潮

汐
・
地
熱
、
さ
ら
に
雪
氷
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

国
内
で
の
こ
れ
ら
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
生
産
や
利
用
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
安
全
保
障
や
経
済
の
健
全

性
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
、
同
時
に
雇
用
を
創
出
す

る
。

②
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
製
品

や
商
品
な
ど
の
生
産
や
供
給

に
関
連
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

器
や
サ
ー
ビ
ス
を
指
す
。

例
え
ば
、
発
電
設
備
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
向
上
技
術
、

送
電
・
配
電
機
器
、
電
力
制

御
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
電
力
機

器
、
ま
た
個
別
の
太
陽
光
発

電
パ
ネ
ル
、
風
力
発
電
機
・

タ
ー
ビ
ン
、
発
電
設
備
な
ど

で
あ
る
。

な
お
、
脱
炭
酸
ガ
ス
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
は
と
り

わ
け
重
要
で
、
そ
の
普
及
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
商
品

国
内
で
発
電
さ
れ
た
電

力
、
国
内
で
生
産
さ
れ
た
都

市
ガ
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
指
す
。
国
内
で
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
生
産
に
は
、
原
子
力
発

電
所
、
火
力
発
電
所
、
水
力

発
電
所
、
太
陽
光
発
電
所
、

風
力
発
電
所
な
ど
が
関
わ

る
。
ガ
ス
精
製
会
社
も
あ

る
。
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
を
向
上
さ
せ
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
供
給
の
安
定
性
を
確
保
に

役
立
つ
。

日
本
産
の
電
気
と
ガ
ス

は
、
日
本
国
内
で
提
供
さ
れ

る
電
力
と
ガ
ス
で
あ
り
、
国

内
の
電
力
会
社
に
よ
っ
て
供

給
さ
れ
る
電
力
や
、
国
内
で

供
給
さ
れ
る
都
市
ガ
ス
や
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
な
ど
で
あ
る
。

石
炭
や
石
油
、
あ
る
い
は

発
電
し
、
電
気
と
し
て
供
給

し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
を
日

本
産
（Made 

in 
Japan

）

と
は
い
い
が
た
い
。
電
気
や

ガ
ス
の
国
産
に
関
し
て
は
、

食
品
な
ど
と
は
異
な
る
感
覚

を
も
つ
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
と

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
産
化
に

は
、
多
く
の
要
因
が
関
与
し

て
い
る
。
ま
た
そ
の
必
要
性

と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
へ
の
移
行
、
真

の
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
移

行
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
た

い
。

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
。
海
外

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
度

を
な
く
し
、
国
際
政
治
や
経

済
の
変
動
の
影
響
を
受
け
づ

ら
く
す
る
。
こ
れ
は
国
家
の

安
全
保
障
に
関
わ
る
重
要
な

ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
え
る
。

前
項
と
は
別
の
言
い
方
を

す
れ
ば
、
資
源
の
奪
い
合
い

や
資
源
の
乱
用
は
国
際
紛
争

や
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
の
回

避
に
つ
な
が
る
。
国
産
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
で
あ
る
再
エ
ネ

を
利
用
す
る
こ
と
は
、
国
際

的
な
対
立
の
回
避
に
役
立
つ
。

②
再
エ
ネ
へ
の
移
行

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
な
ど
の
再
エ
ネ
は
、
国

内
で
持
続
可
能
に
生
産
で
き

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
で
あ

る
。
そ
の
普
及
に
よ
り
、
国

せ
、
環
境
負
荷
を
軽
減
で
き

る
。
ほ
か
に
地
域
安
定
性
や

持
続
可
能
性
に
貢
献
す
る
。

③
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
安
定

性
、
環
境
へ
の
負
担
、
経
済

へ
の
影
響
、
地
政
学
的
リ
ス

ク
の
回
避
な
ど
多
く
の
政
策

要
因
が
あ
る
。
か
つ
、
次
世

代
に
負
担
を
遺
さ
な
い
選
択

が
欲
し
い
。

国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進

と
再
エ
ネ
へ
の
移
行
は
、
有

効
な
選
択
肢
で
あ
り
、
先
送

り
の
で
き
な
い
政
策
チ
ョ
イ

ス
と
な
る
。

例
と
し
て
現
在
、
日
本
の

洋
上
風
力
発
電
は
欧
州
や
中

国
な
ど
に
比
べ
て
大
幅
な
遅

れ
と
な
っ
て
い
る
。

▼
原
子
力
ｖ
ｓ
再
エ
ネ

再
エ
ネ
の
推
進
が
遅
れ
て

い
る
の
は
、
原
子
力
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
の
関
係
に
起
因
す

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
に
対
す
る
①
安
全
性
、

②
環
境
へ
の
影
響
、
③
廃
棄

物
処
理
な
ど
に
関
連
す
る
問

題
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

①
安
全
性

原
子
力
発
電
は
、
高
エ
ネ

ル
ギ
ー
密
度
が
特
徴
で
あ

る
。
原
子
炉
を
使
用
す
る
た

め
、
安
全
性
に
関
す
る
懸
念

が
あ
る
。
事
実
、
原
子
力
事

故
の
リ
ス
ク
を
体
験
し
て
い

る
（
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福

島
）。
そ
れ
は
、
安
全
に
対

す
る
警
告
で
あ
る
が
、
環
境

被
害
や
健
康
被
害
を
体
験
し

て
い
る
。

再
エ
ネ
（
太
陽
光
、
風

力
、
水
力
な
ど
）
は
、
一
般

的
に
安
全
で
、
運
用
中
の
事

故
リ
ス
ク
が
低
い
。
こ
れ
ら

は
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
特

徴
で
あ
り
、
広
い
面
積
を
必

要
と
す
る
が
、
近
隣
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
及
ぼ
す
危
険
性
は

少
な
い
。

②
環
境
へ
の
影
響

原
子
力
発
電
は
、
二
酸
化

炭
素
を
排
出
し
な
い
点
で
環

境
に
は
有
利
で
あ
る
と
さ
れ

る
が
、
核
廃
棄
物
や
放
射
能

物
質
の
処
理
に
関
す
る
対
策

と
影
響
に
は
問
題
が
多
い
。

簿
外
の
環
境
へ
の
対
策
経
費

が
大
き
い
。

再
エ
ネ
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
が
少
な
く
、
環
境

負
荷
が
低
い
。
太
陽
光
発
電

や
風
力
発
電
は
、
発
電
時
に

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
削
減

す
る
。
景
観
へ
の
影
響
は
、

社
会
受
容
性
と
し
て
の
理
解

に
よ
る
。

③
廃
棄
物
処
理

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

高
レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物

を
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
は
長
期
的
か
つ
高
度
に

管
理
が
要
件
と
な
っ
て
い

る
。
次
世
代
へ
の
負
の
遺
産

と
し
て
は
最
悪
で
あ
る
。

▼
ま
と
め

安
全
性
や
環
境
へ
の
影

響
、
廃
棄
物
処
理
に
関
す
る

問
題
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
政

治
・
行
政
・
技
術
的
の
み
な

ら
ず
産
業
経
済
界
や
一
般
生

活
者
な
ど
の
利
害
関
係
者
が

考
慮
す
べ
き
事
項
で
あ
る
。

次
回
か
ら
は
、
経
済
社
会

や
環
境
適
合
、
ま
た
水
素
な

ど
の
新
機
軸
の
話
題
に
つ
い

て
は
、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
の
降
順
の

Ｇ
＝
グ
リ
ー
ン
（Green

）、

Ｓ
＝
社
会
（Society

）
の

フ
ェ
ー
ズ
で
述
べ
た
い
。

ガ
ス
な
ど
の
海
外
資
源

を
由
来
と
し
て
国
産
エ

ネ
ル
ギ
ー
機
器
に
よ
り

内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
は

多
様
化
し
、
ま
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
給
率
を
向
上
さ

し
て
き
た
。
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
分
野
で
も
、
日
本

企
業
は
革
新
的
な
製
品
を

生
み
出
し
て
お
り
、
世
界

中
で
評
価
は
高
い
。

③
環
境
へ
の
配
慮

日
本
で
は
環
境
へ
の
配

慮
が
重
く
、
こ
の
面
で
の

評
価
も
高
い
。
エ
コ
フ
レ

ン
ド
リ
ー
で
持
続
可
能
な

製
造
プ
ロ
セ
ス
、
そ
れ
に

よ
る
製
品
づ
く
り
で
、
Ｌ

Ｃ
Ａ
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。

④
品
種
と
価
格

多
様
な
産
業
の
背
景
か

国産エネルギーの姿（スケッチ）
と
な
る
。
今
回
は
、
電
気
や

ガ
ス
な
ど
に
つ
い
て
の
国
産

品
や
日
本
製
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

▼
日
本
産
（Made in

 Japan

）
に
対
す
る
評
価

次
の
項
目
で
検
討
し
て
み

よ
う
。

①
品
質
と
信
頼
性

一
般
的
に
、
日
本
製
は
高

品
質
で
信
頼
性
が
高
い
と
さ

れ
て
い
る
。
日
本
の
製
造
業

は
長
い
間
、
品
質
管
理
が
適

正
に
行
わ
れ
、
多
く
の
分
野

で
高
品
質
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
て
い
る
。
自
動
車
、
電
子

機
器
、
家
電
製
品
、
時
計

等
々
で
あ
る
。

②
技
術
革
新

日
本
は
多
く
の
分
野
で
優

れ
た
技
術
革
新
を
遂
げ
て
き

た
。
例
え
ば
、
自
動
車
産
業

で
は
燃
費
効
率
や
安
全
性
に

関
す
る
先
進
的
な
技
術
開
発

◆エコプロ [第25回]
会期：2023年12月6日（水）～ 8日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト［東4・5・6ホ
ール］（東京都江東区有明3丁目11-1）
▷入場料：無料（事前登録制）▷主催：
一般社団法人サステナブル経営推進
機構／日本経済新聞社/問合せ・詳
細：https://messe.nikkei.co.jp/
ep/

◆さが産業グリーン化技術展【同時開
催：第４回全国地中熱フォーラム】
会 期：2023年12月13日（水 ）・14日
（木）▷開催時間：＜13日＞10：00 ～
17：00 ／ ＜14日 ＞10：00 ～ 16：00
▷開催場所：SAGAアリーナ（メインア
リーナ）佐賀県佐賀市日の出2丁目
1-10▷参加費：無料▷主催：佐賀県
▷共催：特定非営利活動法人地中熱
利用促進協会／一般社団法人有明未
利用熱利用促進研究会/問合せ・詳
細・申込：＜出展に関すること＞エ
ンターアイ 0925-24-3222 green@ent
er-i.jp ／＜展示会全体に関するこ
と＞佐賀県産業労働部産業グリーン
化 推 進 グ ル ー プ 0952-25-7522 

sangyou-green@pref.saga.lg.jp
◆第8回 JAPAN BUILD TOKYO－建築の

先端技術展－
会 期：2023年12月13日（水 ）～ 15日
（金）▷開催時間：10：00 ～ 18：00＊
最終日は17：00終了▷会場：東京ビ
ッグサイト（東京都江東区有明3丁目
11-1）▷入場料：無料（事前登録制）▷
主催：RX Japan /問合せ：【出展に関
して】03-6739-4127 ／【来場に関し
て】048-233-9478

◆第16回 オートモーティブ ワールド -
クルマの先端技術展-
会期：2024年1月24日（水）～ 26日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会
場：東京ビッグサイト（東京都江東区
有明3丁目11-1）▷入場料：無料（事前
登録制）▷主催：RX Japan /問合せ：
03-6739-4102

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術
開発・人材育成拠点の形成」事業：
太陽光発電設備の構造安全関係のデ
モンストレーション（杭基礎の補強技
術）
会期：2023年12月5日（火）▷開催時
間：13：00 ～ 15：00（荒天の場合は
概要説明と屋内の部材紹介のみ）▷講
師：日本地工株式会社 開発部 斉藤

聖司氏（外部講師）▷開催方式：現地
＋オンラインライブ配信（Teams）【概
要説明のみ】▷会場：産総研 福島再
生可能エネルギー研究所 1F FREAホ
ール（福島県郡山市待池台2-2-9）▷参
加資格：福島県および近県に事業所・
工場など関連がある企業、福島県内
の発電所においてメンテナンスの実
績があり、今後も福島県内において
太陽光発電設備の保守点検事業を継
続する意欲がある企業に所属する人

（企業の所在地は問いません）／参加
者は福島県内で就業している人を優
先▷参加費：無料（事前申込制）▷主
催：産総研 再生可能エネルギー研究
センター 太陽光システムチーム/問
合 せ・ 詳 細・ 申 込：https://www.
aist.go.jp/fukushima/ja/pvom/
pvom2023/1205.html

●福島県再生可能エネルギー関連産業
推進研究会：令和5年度 第2回バイオ
マス分科会（視察）
会期：2024年12月13日（水）▷視察先：
①大和三光製作所 福島工場（福島県
矢吹町矢吹町堰の上351）…半炭化装
置／②シーズ（福島県棚倉町大字上台
字行人塚51-3）…木質ペレット製造
設備及び木質バイオマスガス化熱電
併給装置を利用した農業プロジェク

ト▷集合・解散場所と時間：＜A＞福
島県ハイテクプラザ：集合8：20・帰
着予定16：30 ／＜B＞JR郡山駅西口：
集合8：45・帰着予定16：00▷参加費
用：2,000円 ＊施設見学料500円・昼
食は各自負担▷主催：公益財団法人
福島県産業振興センター エネルギ
ー・エージェンシーふくしま/問合
せ・申込み・詳細：https://energy-
agency-fukushima.com/informati
on/8973/

●革新的環境技術シンポジウム2023 ～
2050年カーボンニュートラルを支え
るイノベーション～
会期：2023年12月20日（水）▷開催時
間：13：00 ～ 17：25（会場受付開始・
ポスターセッション12:30）▷開催方
法：現地＆オンライン▷開催場所：
イイノホール（東京都千代田区内幸町
2-1-1）▷参加費：無料（事前登録制）
▷主催：公益財団法人地球環境産業
技術研究機構（RITE）/問合せ・詳細・
申込：0774-75-2301（RITE企画調査グ
ループ 広報・産業連携チーム）

●福島県「太陽光発電のO&M等の技術
開発・人材育成拠点の形成」事業：
太陽光発電システムの運転データ分
析に関する基礎セミナー
会期：2024年1月12日（金）▷開催時

間：13：30 ～ 16：00▷講師：東京理
科大学 植田譲教授（外部講師）▷開催
方式：Microsoft Teams によるオン
ライン配信▷参加資格：福島県およ
び近県に事業所・工場など関連があ
る企業、または福島県内の発電所に
おいてメンテナンスの実績がある企
業に所属していること（企業の所在地
は問わない）／今後、福島県内におい
て太陽光発電の関連事業への参入、
拡大に意欲があること▷参加費：無
料（事前申込制）▷主催：産総研 再生
可能エネルギー研究センター 太陽光
システムチーム/問合せ・詳細・申
込：https://www.aist.go.jp/fukush
ima/ja/pvom/pvom2024/0112.html

●再エネ×テクノブリッジin 埼玉 ～カ
ーボンニュートラル実現に不可欠な
再エネ、切り札は「地中熱」～
会期：2024年1月30日（火）▷開催時
間：13：00 ～ 17：30▷会場：ソニッ
クシティ 国際会議室（埼玉県さいた
ま市大宮区桜木町1-7-5 ソニックシ
ティホール 4F）▷参加費：無料（事前
申込制）円▷主催：国立研究開発法人
産業技術総合研究所/問合せ：事務局

（FREA内）024-963-0813

新エネルギー関連
イベントカレンダー（12月～ 1月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


